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持つ悠々自適に寝転が 様 （悠緩︶ と輾転反側する様 （憂悶︶ の情景について、 その用法の変遷を唐・五代詩篇 （中山





















 ﹁攲枕」 用例と情景的用法―唐・宋詞篇―四―（一︶ 調査方法四―（二︶ 三種の情景四―（三︶ ﹁攲枕」 作者・用例一覧四―（四︶ 用例詳解
五
 




























































































い、彼が左遷された先の江州での気儘な暮らしを詠んだ一首である。特に我 国では頷聯 （波線部︶の一節が平安期から広く親しまれ、 ﹃倭漢朗詠集﹄ や ﹃大鏡﹄ 等に引かれている。 ﹁香炉峰の雪いかならむ」 との中宮定子の問いに ﹁御簾を高く上げ」 て答えたという、か
の清少納言の逸話の典拠でもある。まさに中国、日本を問わず愛された名対であると言えよう。
ところがここでの ﹁撥簾」 （簾を撥ぐ︶の対句、 ﹁欹枕」 （枕を欹つ︶
という語彙については、この 〝遺愛寺の鐘の詩〟のみならぬ中唐以降の多くの詩で用いられているにも関わらず、近年までどのような動作を表しているのか定説が無 状態にあった。そこで ﹁
攲
枕」に
ついて ﹁枕をそばだつ」と う訓読を含め総合的に解釈を試みたのが ﹁唐詩詩語 ﹁欹枕」 の漢文訓読語としての ﹁枕をそばだてて （聞く︶ 」（側臥︶ 」 （安部・中山
　





る〟 〝憂いに輾転反側する〟 といった ﹁
攲
枕」 の持つ情景に着目して、
その中国詩での用法の変遷を調査した。 れが姉妹編 ﹁中国詩詩語﹁攲枕」 用法変遷論―唐・五代詩篇―」 （中山
　
































によって用いられ始めた語彙の一つである。初出から約五十年下った白居易・元稹らが活躍し 年代には多くの で詠まれるようになり、それまでには一般的な詩語として定着していたと考えられる。また散文で使われることは稀で、ほぼ詩などの韻文においてのみ用例が見られる （前稿
 三―（一︶ ︶ 。
語義としては身体を横に向けて臥す体勢 （側臥︶を表している。
﹁攲」 には 〝傾ける〟 の意味があり、 ﹁攲枕」 をそのまま解釈すれば ﹁枕を傾ける」 の意味になるが、ここでの ﹁枕」 は寝具の枕そのものではなく、横になっている身体のことを表す換喩 （メトニミー︶として捉えたい （前稿







詩〟のような 〝悠々自適 寝そべる〟情景や、逆 暗く 〝憂 に輾転反側する〟情景 （例
: 元
稹

















 三︶ 、本稿では同じ ﹁攲枕」 として扱う。表記も ﹁攲」
















し ︻詞︼ ①ことば。文章。詩歌。 （用例略︶

























































ついて詳述する。唐詩篇・宋詩篇 解説したも と内容はほぼ変わらな が、その姉妹編 の 結果も交えてまとめてみた。︿幹意﹀


































































































































































































































































































































































































見ていきたい。四―（三） 「攲枕」 作者・用例一覧﹃唐宋詞全文資料庫﹄ にて検索した結果、唐から宋にかけての詞における ﹁
攲
枕」 の用例は全九十五例に上った。この内、唐～五代のも



























































































































































































































































































































































































































































































































































































 李白の詞 ﹁清平樂」中に用例があるが、この詞作の真偽には疑いがあり （埋田








































































































































































































































































枕」 と ﹁簾」 を
並べて いる表現は白居易 （先述の 〝遺愛寺の鐘の詩〟 等︶ ほか唐詩において多 された用法であり 唐詩篇










































































































































 四―（三︶ 第二期︶ 。やはり司空圖
の ﹁
攲













































































































































































枕」 の用例は二例残しており、共に ﹁花」 や ﹁雲」 などを ﹁
攲
枕」









































































24﹄ ﹁洞仙歌」 （蘇軾︶ の解釈を参考にした。
孟昶は五代十国期の後蜀の後主 （二代目・最後の王︶であり、詩












枕」 に続く ﹁釵橫雲鬢亂」 の描写
であり、この部分について岩城論文では以下のように指摘されている。
一体鬢が乱れるのは、頭の側面が枕に接触する、すなわち鬢












枕」 は ﹁正しく仰臥」 （岩城
 昭和三八︶ し




























































































































大周后亡き後の作であり、閨愁の詞に借りて人生の儚さを詠っている。この詞で特に着目しておきたい点は、 頷聯にある ﹁雁聲」 の描写であ﹁攲























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































揭。 」 が一つの節であり ﹁見」 ﹁聞」 といった動作が無いことか
ら、思いに耽る
 憂悶








































































































































































集注﹄ を著すなど蘇軾 （蘇東坡︶ 詩にも精通していた。ただ詩の注釈書は著しているものの、王十朋の詩は ﹃宋詩﹄ に収められておらず、本人の詠んだ詩という は伝わっていないようである。﹁攲枕」 は一例、右の ﹁點絳唇」 で用いているが、用法として ﹁卷簾」と合わせて用いているのが注目される。 ﹁
攲
枕」と ﹁簾」の関係が深















































































































































































































































」 は臥せる意である （ ﹁偃」 は狭義には仰向けに臥せ
る意味を表すが、ここでは単に る意と考えられる︶ 。
また詞文の末尾には ﹁疏簾自捲」 とあり、 ﹁
攲枕」 とは離れてはいる
が窓辺の情景を詠った詞として ﹁簾」 も詠まれてい 。先述の韓淲 ﹁西江月」 など同時期には ﹁
攲
枕」 と ﹁窓」 を共に詠む例が多く、その窓と













































































































































































































































更に特筆すべき点として ﹁窓」 を共に詠む用法がある。南宋期で ﹁
攲












枕」 と ﹁窓」 を共に詠むのは、 北宋期以前でも決して珍しくはない （本































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































本稿は安部清哉・中山大輔 ﹁唐詩詩語 ﹁欹枕」 の漢文訓読語としての ﹁枕























あったが、しかし、そのようにして、意味 したく ってしまう とにも、また、平安期にその中 一つの意味 （憂悶︶ のみを強く受容しくというそのことにも、中国語特有の広い 用法とは異なる、細かニュアンスにこだわる日本文化・日本語的な感受性が強く投影している営みなのかもしれない。そう気づかせてくれた言葉だ た。
一方、中国の詩・詞の用法を分類することは、確かに、平安期の用法




























e into use during the tim
e of the 
Tang, and w
as used by m
any poets, such as B
ai Juyi. It m
eans “lie on one
sʼ 
side”, and it describes the act of lying dow
n leisurely or de-stressing w
ithout 
going to sleep. H
ow
ever, variations of this usage have not been investigated 
as yet. This paper exam





ost all the exam
ples to be found in Song-era poetry. The different m
ean -
ings of “ 攲枕
(qi zhen)” are divided into the follow
ing three classes: “sense 
som
ething”, “relax in a leisurely m
anner”, and “feel lonely”. A
s a result of 
exam
ination by this classification, it is confirm
ed that the m
eaning “feel 
lonely” is continuously the m
ajor one in Song-era poetry. A
nd this change 
is caused by Southern Tang poetry. This paper is conclusion of m
y previous 
paper, and also carries out the conclusion of a previous w






ord, Song poetry, 攲枕
(qi zhen), lie on one’s 
side, Southern Tang
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